
逢
見
会
長
代
行
の

連
合
結
成
へ
の
道
の
り

　―

労
働
戦
線
統
一
へ
の
努
力

その二

た「
政
策
推
進
労
組
会
議
」に
発
展
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
現
在
の
連
合
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
と
言
っ
て
も
、
急
に
こ
の
組
織
が
生

ま
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
四
団
体
の
時
代

戦
後
、
日
本
の
労
働
運
動
は
、
1
9
4
6

年
に
日
本
労
働
組
合
総
同
盟
（
総
同
盟
）
と
、

全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議
（
産
別
会
議
）

の
2
つ
の
流
れ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総
同

盟
は
社
会
党
系
、
産
別
会
議
は
共
産
党
系
で

し
た
の
で
、
最
初
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が

起
こ
り
ま
し
た
。
47
年
の
2
・
1
ゼ
ネ
ス
ト
の

中
止
を
き
っ
か
け
に
し
て
産
別
会
議
内
に
共

産
党
支
配
に
反
対
す
る
民
主
化
運
動
が
起
き

て
、
産
別
会
議
か
ら
脱
退
し
て
新
産
別
が
で

き
ま
し
た
。
50
年
に
は
日
本
労
働
組
合
総
評

議
会
（
総
評
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

委
員
会
で
ま
と
め
て
き
た
政
策
を
一
堂
に
会

し
て
議
論
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
連
合

の
「
政
策
・
制
度
中
央
討
論
集
会
」
の
原
型

に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、
私
も
ず
っ
と
こ

の
「
討
論
集
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

1
9
8
0
年
9
月
に
は
民
間
6
単
産
に
よ

る
労
働
戦
線
統
一
推
進
会
が
発
足
し
、
81
年

に
は
統
一
推
進
会
が
「
民
間
先
行
に
よ
る
労

働
戦
線
統
一
の
基
本
構
想
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
同
年
12
月
に
は
、
民
間
先
行
に
よ
る
労

働
戦
線
統
一
準
備
会
が
発
足
、
82
年
5
月
に

は
第
2
陣
の
参
加
も
承
認
さ
れ
、「
準
備
会
」

に
集
う
組
織
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
動
き
を
受
け
て
、
同
年
12
月
に
は
、
全

日
本
民
間
労
働
組
合
協
議
会（
全
民
労
協
）が
、

41
組
織
4
2
5
万
人
で
発
足
し
ま
し
た
。
全

民
労
協
は
、
政
策
実
現
行
動
を
積
み
重
ね
な

が
ら
、
新
た
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
構
築

の
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
5

年
の
活
動
期
間
を
経
て
、
87
年
11
月
20
日
に

全
日
本
民
間
労
働
組
合
連
合
会
（
民
間
連
合
）

が
55
加
盟
組
織
、1
オ
ブ
組
織
、6
友
好
組
織
、

5
5
5
万
人
で
発
足
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

官
民
統
一
の
話
し
合
い
が
進
み
、
1
9
8
9

年
11
月
21
日
、官
民
統
一
体
と
し
て
の「
連
合
」

が
誕
生
し
、
名
実
と
も
に
、
労
働
者
の
声
を

代
表
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
党
間
の
対
立
を

乗
り
越
え
、
抵
抗
型
か
ら
対
話
、
参
加
型
の

労
働
運
動
が
進
み
ま
し
た
。2
0
1
9
年
に
は
、

連
合
結
成
30
年
を
迎
え
ま
す
。

日
本
経
済
の
大
転
換
期
を
迎
え
て

1
9
7
3
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
を
契
機

と
し
て
、
中
東
産
油
国
が
戦
争
を
機
に
、
石

油
資
源
を
自
ら
の
手
に
取
り
戻
そ
う
と
い
う

行
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、石
油
シ
ョ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
O
P
E
C
（
石

油
輸
出
国
機
構
）
が
原
油
の
大
幅
値
上
げ
を

通
告
し
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
非
友
好
的
と
み
ら

れ
る
国
に
は
輸
出
削
減
す
る
と
い
う
声
明
を

発
し
た
の
で
す
。
日
本
国
内
は
大
騒
ぎ
に
な

り
ま
し
た
。
繁
華
街
か
ら
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が

消
え
、
テ
レ
ビ
の
深
夜
放
送
も
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
そ
の
当
時
、
大
学
2
年
生
で

し
た
が
、
教
室
の
暖
房
が
夕
方
4
時
半
で
打

ち
切
ら
れ
、
そ
の
後
は
ど
ん
ど
ん
室
内
気
温

が
下
が
っ
て
い
く
の
で
、
コ
ー
ト
を
着
て
授
業

を
受
け
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
石
油
製
品

を
は
じ
め
と
す
る
物
価
も
急
上
昇
し
ま
し
た
。

時
に
総
同
盟
は
総
評
合
流
派
と
総
同
盟
再
建

派
に
分
か
れ
ま
し
た
。
総
評
で
は
「
ニ
ワ
ト

リ
の
卵
か
ら
ア
ヒ
ル
が
生
ま
れ
た
」
と
言
わ

れ
る
左
旋
回
が
起
こ
り
、
こ
れ
に
反
発
す
る

グ
ル
ー
プ
が
総
評
を
脱
退
、
54
年
に
全
日
本

労
働
組
合
会
議
（
全
労
会
議
）
を
結
成
し
ま

す
。
56
年
に
は
総
評
に
も
全
労
会
議
に
参
加

し
な
い
グ
ル
ー
プ
が
全
国
中
立
労
働
組
合
懇

談
会
を
結
成
し
、
そ
の
後
、
中
立
労
連
を
名

乗
り
ま
す
。
一
方
、
全
労
会
議
に
総
同
盟
再

建
派
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
全
官
公
も
加
わ
っ

て
、
64
年
に
は
全
日
本
労
働
総
同
盟
（
同
盟
）

が
結
成
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
は

4
つ
の
全
国
組
織
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）

が
併
存
す
る
労
働
四
団
体
と
い
う
時
代
が
続

き
ま
す
。

同
じ
64
年
に
は
、国
際
金
属
労
連（
I
M
F
）

に
加
盟
す
る
金
属
産
業
労
働
者
は
I
M
F
‒

J
C
を
発
足
さ
せ
ま
す
。
鉄
鋼
、
自
動
車
、

電
機
、造
船
な
ど
基
幹
産
業
の
労
組
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
枠
を
超
え
て
結
集
し
、「
春

闘
」
の
相
場
形
成
の
リ
ー
ド
役
を
果
た
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。

動
き
出
し
た
労
働
戦
線
統
一

そ
の
3
年
後
の
、
1
9
6
7
年
に
、
宝
樹

文
彦
全
逓
委
員
長
が
論
文
「
労
働
戦
線
統
一

と
社
会
党
政
権
樹
立
の
た
め
に
」
を
発
表
し
、

労
働
戦
線
統
一
の
議
論
が
活
発
に
な
り
ま
し

た
。
72
年
に
は
労
働
戦
線
統
一
民
間
単
産
連

石
油
と
関
係
が
な
い
も
の
ま
で
値
上
が
り
し

ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
に
は
開
店
前
か
ら
行
列

が
で
き
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
買
い
占
め

騒
ぎ
が
起
き
た
り
し
ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
パ

ニ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
る
出
来
事
で
す
。

当
時
、
日
本
経
済
は
イ
ン
フ
レ
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。
金
融
が
緩
み
、
土
地
の
買
い

占
め
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
石
油

シ
ョ
ッ
ク
が
襲
っ
て
き
た
の
で
す
。
翌
74
年

に
は
消
費
者
物
価
上
昇
率
が
24
・
5
％
と
な

り
、
当
時
の
福
田
赳
夫
経
済
企
画
庁
長
官
が

「
狂
乱
物
価
」
と
呼
ぶ
状
況
で
し
た
。
日
本
経

済
の
大
転
換
の
時
期
だ
っ
た
の
で
す
。
労
働

組
合
も
こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
73

年
11
月
、
民
間
産
別
が
中
心
と
な
っ
て
「
民

間
労
組
共
同
行
動
会
議
」
を
結
成
し
、
政
策

要
求
で
共
同
行
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
76
年
8
月
に
は
加
盟
組
織
を
大
き
く
し

絡
会
議
（
の
ち
の
22
単
産
会
議
）
が
発
足
し
、

議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
政
治
ス

ト
認
否
を
め
ぐ
る
意
見
の
対
立
を
背
景
に
統

一
協
議
は
挫
折
し
、
73
年
秋
に
は
22
単
産
会

議
は
解
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
統

一
の
灯
は
消
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
民
間

労
組
共
同
行
動
会
議
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

1
9
7
6
年
2
月
21
日
、
大
阪
の
扇
町
で

一
世
帯
3
万
円
、
総
額
1
兆
円
減
税
を
求
め

る
「
減
税
大
行
進
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
東
海
道
を
歩
い
て
国
会
へ
請
願
す

る
行
動
で
す
。
松
下
電
器（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

労
組
の
委
員
長
だ
っ
た
高
畑
敬
一
氏
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
70
年
に
結
成
し
た
全
国
民
間

労
組
委
員
長
懇
談
会
（
全
民
懇
）、
大
阪
や
関

東
、
愛
知
な
ど
各
地
方
で
民
間
労
組
が
結
集

し
た
全
国
民
労
協
が
企
画
、
実
行
し
た
の
が

こ
の
減
税
大
行
進
で
し
た
。「
景
気
回
復
」
と

か
「
1
兆
円
減
税
」
と
か
の
青
や
黄
色
の
ノ

ボ
リ
旗
を
掲
げ
て
歩
き
、
走
り
ま
し
た
。
組

合
の
旗
と
い
う
と
赤
旗
と
い
う
の
が
「
定
番
」

だ
っ
た
時
代
に
、
青
や
黄
色
の
カ
ラ
フ
ル
な

旗
の
行
進
は
話
題
を
集
め
ま
し
た
。
こ
う
し

た
共
同
行
動
の
積
み
重
ね
が
既
存
の
労
働
団

体
の
枠
を
超
え
た
組
織
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
と
言
え
ま
す
。

政
策
推
進
労
組
会
議
は
、
4
つ
の
政
策
課

題
を
掲
げ
て
、
政
府
と
の
協
議
を
通
じ
て
政

策
実
現
を
は
か
り
ま
し
た
。
毎
年
、
5
月
に

は
政
策
制
度
要
求
の
討
論
集
会
を
開
催
し
、

熱
海
の
ホ
テ
ル
に
集
ま
っ
て
分
野
ご
と
に
小

1
9
8
9
年
11
月
21
日
午
後
、
当
時
の
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
東
京
新
宿
・
厚
生
年
金
会
館
ホ
ー
ル
に「
平
和
　
幸
せ
　道
ひ
ら
く
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
掲
げ
ら
れ
、
78
組
織
、
8
0
0
万
組
合
員
の
代
表
が
結
集
し
、
連
合
の「
統
一
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
私
も
、
代
議
員
の
一
人
と
し
て
、こ
の
会
場
に
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
労
働
界
の
統
一
劇
は
幕
を
下
ろ
し
た
わ
け
で
す
。し
か
し
、
連
合
発
足
に
至
る
道
の
り
は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

行不由徑（ゆくにこみちによらず）とは、論語にある言葉で、「裏道や小道などを通ら
ず、常に正道を行く」という意味。本コラムでは、これまでの連合運動を振り返りなが
ら次の時代を考え、連合が歩むべき正道とは何かを逢見会長代行が語ります。
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